
今 号 の 主 な 内 容
12／新役員就任あいさつ
34／県老連理事会・評議員会
　5／女性委員会総会
　6／２万５千人会員増強運動
　7／地域の元気づくり事業
　�／健康づくり中央セミナー
　�／全国リーダー中央セミナー
��／会員の声
　�／高齢者交通安全ニュース

鏡野町 岩井滝　写真提供：岡山県

̶岡山県老連だより̶
h t t p : / / o k a r o r e n . i n f o /

岡山
第15号

おかやま県老連だより
（通巻84号）

平成28年8月号
岡山県老連は50周年を機に愛称を『晴ればれシニア岡山』とし、広報紙の名称も変更しました。

公
益
財
団
法
人 

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
会
長 

藤 

本
　
毅

会
長
就
任
に
あ
た
り

　
「
生
き
活
き
岡
山
」
の
実
現

を
目
指
し
て
伊
原
木
県
政
は
爽

や
か
に「
も
ん
げ
ー
岡
山
」と
共

に
力
強
く
発
信
し
て
い
ま
す
。

◆
「
晴
ば
れ
シ
ニ
ア
岡
山
」
を

合
い
言
葉
に
県
下
26
市
町
村

（
岡
山
市
除
く
）
12
万
人
会
員

で
組
織
す
る
岡
山
県
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
舵
取
り
を
託
さ
れ

ま
し
た
。
住
み
馴
れ
た
岡
山
の

地
で
、
気
心
の
知
れ
た
仲
間
と

共
に
支
え
合
い
、励
ま
し
合
い
、

喜
び
を
分
ち
合
い
乍
ら
、
高
齢

者
に
温
も
り
が
実
感
で
き
る
地

域
づ
く
り
に
一
生
懸
命
が
ん
ば

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま

方
の
限
り
な
い
ご
支
援
と
お
力

添
え
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
、
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
老
人
ク
ラ
ブ
は
魅
力
も
な
く

メ
リ
ッ
ト
も
無
い
、
会
に
入
っ

て
も
入
ら
な
く
て
も
同
じ
こ

と
、
と
よ
く
聞
く
話
し
、
あ
な

た
の
求
め
て
い
る
魅
力
・
メ

リ
ッ
ト
と
は
な
ん
で
す
か
？

◆
家
庭
を
守
り
社
会
に
貢
献

し
、
豊
富
な
経
験
を
積
ん
で
現

役
を
退
き
、
好
む
と
好
ま
ざ
る

と
に
か
か
わ
ら
ず
高
齢
者
の
仲

間
入
り
で
す
。

◆
肩
書
も
な
く
、
名
誉
欲
も
な

く
、
男
女
の
別
も
な
く
、
年
の

差
も
な
く
、
健
康
な
人
も
そ
う

で
な
い
人
も
皆
同
じ
仲
間
と
し

て
輪
を
つ
く
り
、
支
え
合
い
励

ま
し
合
い
、
共
に
喜
び
を
分
ち

合
う
、
愛
と
奉
仕
の
広
場
が
老

人
ク
ラ
ブ
の
魅
力
で
あ
り
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
あ
な
た
も
会
員
に
な
っ

て
知
恵
と
力
を
出
し
合
っ
て
ク

ラ
ブ
活
動
の
魅
力
を
高
め
て
く

だ
さ
い
、
と
呼
び
か
け
た
い
の

で
す
。
お
願
い
し
ま
す
。

◆
会
員
の
60
％
は
女
性
で
す
。

「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
が
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
の
三
要
素
で

す
。
女
性
パ
ワ
ー
で
高
嶺
の
花

を
咲
か
せ
て
下
さ
い
。
そ
し
て

若
手
会
員
の
行
動
力
で
、
会
員

加
入
促
進
の
旗
手
と
し
て
会
に

活
力
を
吹
き
込
ん
で
ほ
し
い
と

期
待
は
ふ
く
ら
ん
で
い
ま
す
。

◆
先
人
の
遺
訓
に
学
び
た
い
。

リ
ー
ダ
ー
の
心
得
と
し
て
、
※

人
の
幸
せ
は
人
の
役
に
立
つ
こ

と
（
旭
川
荘
理
事
長　

江
草
安

彦
）
※
い
ま
や
ら
ね
ば
い
つ
で

き
る
わ
し
が
や
ら
ね
ば
だ
れ
が

や
る
（
彫
刻
家　

平
櫛
田
中
）

※
し
て
見
せ
て
言
う
て
聞
か
せ

て
さ
せ
て
見
て
ホ
メ
て
や
ら
ね

ば
人
は
動
か
じ
（
連
合
艦
隊
司

令
長
官　

山
本
五
十
六
）

　

や
る
気
ほ
ん
気
げ
ん
気
が

宝
、
と
言
い
聞
か
せ
、
あ
せ
ら

ず
気
取
ら
ず
怠
ら
ず
皆
の
力
を

背
に
受
け
て
、
与
え
ら
れ
た
重

責
に
精
一
ぱ
い
挑
戦
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
会
員
皆
様
の
ご
健

勝
を
心
か
ら
念
じ
上
げ
ご
あ
い

さ
つ
と
致
し
ま
す
。

1　2016 年（平成 28 年）8月1日 おかやま県老連だより「晴ればれシニア岡山」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。



　
副
会
長
　
吉
田 

建
太
郎

　

副
会
長
就
任
に
あ
た
り
、
一

言
御
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
今

私
達
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
環

境
は
数
多
く
の
課
題
を
抱
え
て

お
り
ま
す
。
大
き
く
は
社
会
保

障
制
度
の
崩
壊
、
又
老
人
ク
ラ

ブ
と
し
て
は
会
員
数
の
減
少
等

が
直
面
の
課
題
と
し
て
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
解
決
す
る
策
は

こ
れ
迄
も
継
続
的
に
色
々
講
じ

ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
解
決
に

は
程
遠
い
感
じ
で
す
。
御
承
知

の
よ
う
に
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
で

は
四
つ
の
基
本
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲

げ
活
動
し
て
お
り
ま
す
が
私
と

し
て
は
そ
の
内
の
「
健
康
づ
く

り
」
を
先
ず
最
優
先
で
取
り
組

む
べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
結
果
と
し
て
「
友
達
づ
く

り
」、「
生
き
甲
斐
づ
く
り
」、「
地

域
づ
く
り
」
に
、
繋
が
っ
て

い
き
、
解
決
へ
一
歩
近
づ
く
で

あ
ろ
う
事
を
確
信
し
て
お
り
ま

す
。
会
員
の
楽
し
い
、
元
気
な

暮
ら
し
の
実
現
を
目
標
に
事
業

推
進
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
副
会
長
　
延
原 
愛
子

　

こ
の
度
の
役
員
改
選
で
、
図

ら
ず
も
大
役
を
お
引
き
受
け
致

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
老
人

ク
ラ
ブ
で
女
性
の
占
め
る
率
が

高
い
中
、
課
題
の
大
き
さ
、
多

さ
に
驚
き
ま
す
。

　

仲
間
と
共
に
地
域
で
豊
か

な
暮
ら
し
が
出
来
る
な
ら
、

ど
ん
な
に
か
素
晴
ら
し
い
事
で

し
ょ
う
。
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
見

合
っ
た
活
動
を
継
続
し
、
推

進
で
き
た
ら
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

誠
に
至
ら
ぬ
者
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
皆
様
か
ら
多
く
の

教
え
や
、
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
、
プ
ラ
ス
思
考
で
、
一
生

懸
命
努
め
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。
何
卒
ご
理
解
と
ご
協

力
の
程
を
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
副
会
長
　
金
子 

賢
一

　

去
る
６
月
16
日
の
岡
山
県
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
第
２
回
理
事

会
に
お
い
て
、
次
期
副
会
長
の

ご
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

役
員
と
し
て
の
経
験
は
浅
く
能

力
不
足
で
あ
り
ま
す
が
、
新
会

長
・
藤
本 

毅 

様
の
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
仰
ぎ
、
健
康
に
気
を
つ

け
、
誠
心
誠
意　

努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

さ
て
、
我
々
を
取
り
巻
く
社

会
情
勢
も
厳
し
さ
を
増
し
、
そ

の
影
響
は
身
に
染
み
て
感
じ
、

一
方
で
は
地
域
社
会
を
支
え
る

必
要
不
可
欠
な
存
在
と
し
て
、

活
発
な
貢
献
活
動
を
望
ま
れ
る

よ
う
に
も
成
っ
て
き
ま
し
た
。

全
老
連
・
県
老
連
が
呼
び
か
け

て
い
る
［
新
会
員
加
入
促
進
増

強
運
動
・
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
］

の
四
大
目
標
の
も
と
、
地
域
の

特
色
を
活
か
し
た
魅
力
有
る
ク

ラ
ブ
活
動
の
構
築
等
、［
和
］・

［
絆
］
を
大
切
に
し
、
会
員
１

人
ひ
と
り
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
共
に
活
発
な
活
動
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ま
の
ご
活
躍
を
お
祈
り

し
ご
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
副
会
長
　
小
林 

寿
満
夫

　

決
意
を
新
た
に
！

　

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
き
わ

め
て
厳
し
い
現
状
で
あ
る
。

　

少
子
高
齢
化
、
会
員
数
の
減

少
を
ど
の
よ
う
に
開
拓
し
て
い

く
の
か
、
決
断
の
時
で
あ
る
。

　

社
会
情
勢
を
的
確
に
と
ら

え
、
社
会
情
勢
の
求
め
る
も

の
「
ニ
ー
ズ
」
に
沿
っ
た
老
人

ク
ラ
ブ
を
創
り
出
す
こ
と
で

あ
る
。

　
「
六
十
歳
に
な
る
と
男
女
と

も
全
員
が
老
人
ク
ラ
ブ
へ
加
入

し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
支
部

や
、
単
位
ク
ラ
ブ
を
知
っ
て
い

る
」
と
誇
ら
し
く
語
ら
れ
る
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
が
地
域
を
支

え
、地
域
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

地
域
と
老
人
ク
ラ
ブ
が
一
体
と

な
っ
て
地
域
づ
く
り
が
充
実
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

単
位
ク
ラ
ブ
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
歴
史
と
伝
統
が
あ
る
。
こ
れ

を
継
承
し
な
が
ら
一
人
で
も
会

員
増
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て

ほ
し
い
。

　
「
県
老
連
は
ひ
と
つ
」
に
団

結
し
て
、
一
歩
前
進
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

就
任
あ
い
さ
つ

県老連役員  伊原木知事へ就任あいさつ
梅雨の晴れ間の暑い日でしたが、7月11日㈪に岡山県老連新・旧会長と新副会長３名は、岡山県の伊原木知事・
足羽・宮地副知事に就任あいさつに行きました。知事は笑顔で迎えてくださり、その席で藤本会長から知事に対
し、高齢者は増えているにもかかわらず老人クラブ会員は減少傾向にある。このため「県老連では「２万５千人会
員増強運動」を展開中ですが、なかなか会員減少に歯止めがかかりません。つきましてはぜひ知事さんにも応援
をいただきたいとお願いしたら、“老人クラブが会員の増強を図り、高齢者同士の絆を深めることは大切なことです。
頑張ってください”と激励の言葉をいただきました。

2016 年（平成 28 年）8月1日　2

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



理
事
会
・

評
議
員
会
開
催

（公財）岡山県老連
　

平
成
28
年
３
月
開
催
の
27
年

度
第
２
回
理
事
会
・
評
議
員
会

に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
主
な
内

容
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

◆�

第
１
号
議
案 

平
成
27
年
度

収
支
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

�

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
事

業
費
、高
齢
者
地
域
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
費
等
、
５
７
４
千
円

の
増
額
補
正
が
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

◆�

第
２
～
３
号
議
案 

平
成
28

年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予

算
に
つ
い
て

　

�

次
の
通
り
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。

○
重
点
目
標

①�

仲
間
を
広
げ
る
加
入
促
進
運

動
の
推
進
と
魅
力
あ
る
ク
ラ

ブ
づ
く
り

　

・
２
万
５
千
人
会
員
増
強
運

動
の
推
進

　

・
活
力
あ
る
ク
ラ
ブ
づ
く
り

と
女
性
会
員
の
重
要
ポ
ス

ト
へ
の
登
用

②�

会
員
の
生
活
を
豊
か
に
す
る

（
健
康
寿
命
の
延
伸
）
取
り

組
み

　

・
健
康
づ
く
り
支
援
事
業
の

充
実
（
地
域
の
元
気
づ
く

り
事
業
）

　

・
老
人
福
祉
大
学
の
実
施

　

・
各
種
ス
ポ
ー
ツ
地
区
大
会

の
実
施

③�
地
域
を
豊
か
に
す
る
社
会
活

動
の
実
施

　

・
仲
間
を
支
え
る
友
愛
活
動

　

・
次
世
代
育
成
支
援
事
業

　

・
高
齢
消
費
者
被
害
防
止
対

策

　

・
高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策

○
事
業
計
画

①�

会
員
の
生
活
を
豊
か
に
す
る

活
動

　

・
第
41
次
岡
山
県
老
人
福
祉

大
学
の
開
講
（
県
下
４
会

場
）
受
講
生
約
９
０
０
名

　

・
健
康
づ
く
り
支
援
事
業

　
　

健
康
づ
く
り
推
進
委
員
会

の
開
催

　
　

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防

（
地
域
の
元
気
づ
く
り
事

業 

７
箇
所
）

　
　

地
区
別
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開

催
事
業
（
県
下
３
地
域
）

②�

地
域
を
豊
か
に
す
る
社
会

活
動

　

・
地
域
福
祉
支
援
活
動
推
進

事
業

　
　

次
世
代
育
成
支
援
事
業

（
地
域
の
元
気
づ
く
り
事

業 

７
箇
所
）

　
　

在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛

活
動
（
地
域
の
元
気
づ
く

り
事
業 

６
箇
所
）

　

・
高
齢
者
の
安
全
・
安
心
を

支
え
る
活
動

　
　

交
通
安
全
対
策

　
　

特
殊
詐
欺
・
悪
質
商
法
等

防
犯
安
全
対
策

③
組
織
・
運
営
体
制
の
確
立

　

・
高
齢
者
地
域
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
の
開
催
（
県
下
６
箇

所
）

　

・
地
区
別
女
性
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
の
開
催
（
県
下
３
箇

所
）

　
　

第
53
回
岡
山
県
老
人
ク
ラ

ブ
大
会
の
開
催
（
岡
山
県

総
合
社
会
福
祉
大
会
）

　
　

会
員
加
入
促
進
事
業
（
～

晴
れ
ば
れ
シ
ニ
ア
岡
山

「
２
万
５
千
人
会
員
増
強

運
動
」

　

・
各
種
表
彰
事
業

　

・
広
報
活
動
（
岡
山
県
老
連

だ
よ
り
「
晴
れ
ば
れ
シ
ニ

ア
岡
山
」の
年
２
回
発
行
）

　

・
法
人
の
管
理
運
営
（
理
事

会
・
評
議
員
会
、
各
種
運

営
委
員
会
等
）

○�

収
支
予
算
（
次
ペ
ー
ジ
円
グ

ラ
フ
の
と
お
り
）

◆�

第
４
号
議
案 

平
成
27
年
度

一
時
借
入
金
に
つ
い
て

　

�

一
時
借
入
金
に
つ
い
て

２
０
０
万
円
を
限
度
と
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

　

平
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推
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）
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■ 平成 27年度決算報告 ■■ 平成 28年度予算 ■

収入
33,548
（単位：千円）

支出
33,548
（単位：千円）

収入
33,443
（単位：千円）

支出
33,443
（単位：千円）

会費
9,252

シルバー基金
財政積立預金
取崩収入 2,153

補助金等
13,665

事業収入
3,705

基金運用
    2,153

前期繰越金収入 2,566 寄付金 50 雑収入他 4

事業費
12,999

法人運営441

管理費
15,151

運用資金積立預金
積立支出
2,090

シルバー基金
運用利息積立支出
2,203

財政調整基金積立支出
2,664

シルバー基金
財政積立預金
取崩収入 2,153

前期繰越金収入 2,384

寄付金 60
雑収入11

会費
9,040

補助金等
12,599

事業収入
4,043

基金運用
   2,153

事業費
13,440

法人運営 600

管理費
17,200

特定資産収入積立支出
50

運用資金積立預金積立支出
2,153

運用資金積立預金取崩収入1,000

■ 

岡
山
県
老
連 

平
成
28
年
度
新
役
員 

■
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私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



　平成 28 年 6月28 日㈫きらめきプラザにおいて女性委員会総会が
開催されました。
　まず、この度の役員改選により就任した藤本県老連会長、延原県老
連副会長（女性委員長）より開会のあいさつがありました。藤本会長は、
県老連が重点課題として取り組んでいる健康寿命の延伸と会員増強運
動について、強力に推進したいので、女性の立場から委員の皆さんに
は格別の取り組みをお願いしたいとのあいさつがなされました。延原女
性委員長は皆さんの協力・支援をいただきながら皆さんの期待に応え
るよう頑張りたいと抱負を述べました。
　続いて協議に入り、まず、委員長は、「女性委員会運営内規」により
県老連の女性副会長が就任することになっており、副委員長、幹事は
委員の互選により選出されました。続いて事務局より27年度の活動状
況について報告の後平成 28 年度活動案について説明があり、協議の
末了承され、全員で力を合わせ取り組むことになりました。

［新役員］
委 員 長 美咲町  延原　愛子

副委員長 瀬戸内市  小山　国枝 倉敷市  久保　豊子

参 与 倉敷市  木戸　由子 総社市  森上　直子

幹 事

備前地区 備中地区 美作地区

玉野市  香川八重子 総社市  徳永たま江 津山市  佐々木由恵

備前市  金藤　節子 高梁市  手塚　幸恵 真庭市  間久保靖子

赤磐市  堀木千代子 浅口市  石井　昌子 美作市  山下　稔枝

和気町  松島　恭子 矢掛町  斎藤　和子 鏡野町  杉田登誌子

平成 28 年度女性委員会活動計画概要
◆総　会　年 2回開催（6月、2月）
◆幹事会　年１回開催（9月29 日㈭）
◆主な事業
１. 地区別女性リーダー研修会
　�県下三地区（備前・備中・美作）で実施す
る。研修日程・内容はそれぞれの地区で
協議し決定する。

２. 高齢者地域リーダー研修会へ
　 積極的に参加する。
　開催時期：7月下旬～10月下旬
　開催場所：岡山・倉敷・津山・高梁・東備・美作
３. ２万５千人会員増強運動
　�行政、社協、町内会などに協力・支援を要請するとともに女性委員
のパワーを発揮して会員増強につなげる。

４. 次世代育成支援リーダー養成講習会の実施
　�県老連女性委員会を中心とした女性組織活性化の取り組みとして、
高齢者がこれまで培ってきた経験や知識生活文化（昔遊び）等を通じ
て子育て支援活動を行うため、次世代育成支援リーダー養成を行う。
（29 年 2月）

５. 全老連第 28 回女性リーダーセミナーへの参加者を決定
　開催時期：10月5日㈬～ 6日㈭
　開催場所：東京都 全社協会議室
　参 加 者：延原愛子委員長 久保豊子副委員長

県老連女性委員会 第31回総会開催
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　　◆会員増強運動の取り組み重点（全国共通）
　　　１．単位クラブはまずはあと一人の加入増を！
　　　２．解散クラブの防止を！
　　　３．未結成地域に新規クラブの立ち上げを！
　○増加に転じた老連は、26年度は、６老連、27年度は、わずか３老連であった。岡山市を含む大半の市町村老連では目標を大きく下回っている。
　○この結果を踏まえ会員加入促進委員会・若手委員会、正・副会長会議、理事会、評議員会で検討し今後の方針を決定した。
　○�今後３か年の取り組みについては、当初計画の数値目標で推進することとし、市町村老連・単位クラブは、共通理解の上自主活動と合わ

せ積極的に運動を推進する。

～老人クラブ加入のお誘い～
　超高齢社会がやってきた今、老人クラブ活動は、高齢者が健康で長生きし自らの幸せを守り、地域を豊かにしていくために大変重要となっており、行政をはじめ地域社会からも大きな期待が寄せられています。
　この度、県下の老人クラブ員17万人が一丸となり、「さあ！やるぞ！会員増強 2 万 5 千人」の運動スローガンのもとに～晴ればれシニア岡山 2 万 5千人会員増強運動～を展開しています。老人クラブ活動を魅力ある楽しいものに発展させていくためには、是非とも皆さんの力が必要であります。　一度きりの人生です。充実した毎日を過ごすためにも、ぜひこの機会に老人クラブに入会され、仲間と一緒に楽しく活動しませんか、お待ちしています。

『晴ればれシニア岡山』は
晴れの国にふさわしく
晴ればれと気分もすっきり
元気いっぱいの
シニアクラブとして
活動しています

晴れの国の
元気いっぱい
シニアクラブ

生きがい

仲 間
地 域

健 康

晴ればれシニア岡山
「２万５千人会員増強運動」 

区　分 会員数 クラブ数 獲得会員数 自然減 増減数
岡 山 市 35,103 596 1,017 2,582 △ 1,565
倉 敷 市 19,011 405 695 1,077 △ 382
津 山 市 9,278 189 543 811 △ 268
玉 野 市 4,660 69 211 410 △ 199
笠 岡 市 4,423 86 81 280 △ 199
井 原 市 3,530 55 88 162 △ 74
総 社 市 3,574 60 116 279 △ 163
高 梁 市 4,311 62 50 155 △ 105
新 見 市 6,398 90 81 95 △ 14
備 前 市 4,935 78 204 253 △ 49
瀬戸内市 5,407 75 180 366 △ 186
赤 磐 市 4,922 96 0 53 △ 53
真 庭 市 9,128 177 481 830 △ 349
美 作 市 8,055 150 299 330 △ 31
浅 口 市 4,845 82 220 303 △ 83
和 気 町 3,047 51 123 164 △ 41
早 島 町 1,307 23 51 124 △ 73
里 庄 町 2,623 37 25 0 25
矢 掛 町 894 27 141 68 73
新 庄 村 360 9 41 13 28
鏡 野 町 4,031 70 104 144 △ 40
勝 央 町 1,103 22 0 28 △ 28
奈 義 町 909 21 16 50 △ 34
西粟倉村 345 12 11 38 △ 27
久米南町 2,223 34 63 149 △ 86
美 咲 町 4,703 73 0 95 △ 95
吉備中央町 1,913 45 82 110 △ 28
県　計 151,038 2,694 4,923 8,969 △ 4,046

（単位：人）※平成 28年３月末日現在

区　分 会員数 クラブ数 獲得会員数 自然減 増減数
岡 山 市 38,155 650 1,036 2,388 △ 1,352
倉 敷 市 20,161 421 1,118 1,886 △ 768
津 山 市 9,924 200 599 609 △ 10
玉 野 市 5,033 71 317 491 △ 174
笠 岡 市 5,414 97 43 448 △ 405
井 原 市 3,728 58 199 234 △ 35
総 社 市 3,580 62 116 163 △ 47
高 梁 市 4,493 62 0 77 △ 77
新 見 市 6,811 92 157 173 △ 16
備 前 市 5,398 87 0 426 △ 426
瀬戸内市 6,066 81 173 95 78
赤 磐 市 5,404 99 144 527 △ 383
真 庭 市 10,125 194 105 200 △ 95
美 作 市 8,114 153 450 346 104
浅 口 市 5,032 82 362 482 △ 120
和 気 町 3,227 51 76 93 △ 17
早 島 町 1,354 23 54 50 4
里 庄 町 2,550 37 48 0 48
矢 掛 町 780 27 122 67 55
新 庄 村 351 8 14 22 △ 8
鏡 野 町 4,109 71 157 133 24
勝 央 町 1,203 21 23 110 △ 87
奈 義 町 909 22 21 11 10
西粟倉村 396 12 13 23 △ 10
久米南町 2,384 34 75 96 △ 21
美 咲 町 5,121 73 0 0 0
吉備中央町 2,080 46 82 110 △ 28
県　計 161,902 2,834 4,982 9,260 △ 4,278

（単位：人）※平成 27年３月末日現在

２万５千人会員増強運動集計表（27 年度実績）２万５千人会員増強運動集計表（26 年度実績）

会員加入率の向上、クラブ
運営の魅力創出、地域づく
りに貢献する老人クラブづ
くり、やる気・本気・元気
のリーダー育成等々に努め、
会員の知恵と力の総力を結
集して楽しい老人クラブの
花を咲かせよう。

全国老人クラブ 100 万人会員増強運動の取り組み
　全老連は、平成 26 年度～30 年度までの期間を定め、新たな仲間に呼びかけ、共に
基本理念である「生きがいづくり・健康づくり・仲間づくり・地域づくり」の「４つのづくり」
活動を展開し、全国の老人クラブ関係者が総力を結集して、組織活動の基盤となる会員
増強に向けて運動を推進することとなっている。

岡山県老連の目指す運動目標
「２万５千人会員増強」の今後の取り組み

進捗状況

※�「
加
入
促
進
用
チ
ラ
シ
」が
ご

入
用
の
老
連
は
県
老
連
ま
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

１．会員加入促進運動は、組織強化の基本的事業であり、最も重要かつ永続的に取り組むテーマである。
２．県老連としては、この５か年計画を最大限の努力目標としており、当初計画通りの数値目標で今後

3 年間推進していく。
３．各市町村老連は、単位クラブとこれまで以上に連携を密にし、当初計画目標達成に向けて努力する。
４．女性委員のパワー発揮と若手委員の行動力とクラブの魅力アップを会員増強につなげよう！
５．会員増強報奨金制度は、見直しを含め継続する。
６．行政に積極的支援の要請と社協・町内会（自治会）に協力・支援を要請してゆく。
７．「健康・友愛・奉仕」の活動こそが老人クラブ活動の魅力である。

県老連の基本的考え方
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今
年
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も
28
年
３
月
か
ら
事

業
実
施
希
望
地
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を
取
り
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と
め
ま
し
た
。
市
町
村
老
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か
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は
、
20
件
の
応
募
が
あ

り
、
ほ
ぼ
昨
年
並
み
の
件
数
で

し
た
。

　

４
月
21
日
健
康
づ
く
り
推
進

委
員
会
を
開
催
し
、
本
事
業
に

つ
い
て
、
事
業
目
的
、
効
果
、

実
施
の
可
能
性
な
ど
全
般
に
わ

た
り
審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
す
べ
て
の
事

業
を
実
施
す
る
の
が
適
当
で
あ

る
と
の
決
定
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
公
益
目
的
事

業
で
あ
り
、
公
平
性
、
透
明
性

を
確
保
す
る
た
め
、
主
に
外
部

委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
「
健

康
づ
く
り
推
進
委
員
会
」
で
審

議
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
事
業
実
施
主
体

に
お
か
れ
て
は
、
29
年
２
月
末

ま
で
に
は
計
画
に
沿
っ
た
事
業

実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。
事
業

実
施
モ
デ
ル
箇
所
は
次
の
一
覧

表
の
通
り
で
す
。

　

な
お
、
平
成
29
年
度
も
こ
の

事
業
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り

ま
す
の
で
、
実
施
希
望
地
区

に
お
か
れ
て
は
今
か
ら
計
画
を

練
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。  

平
成
28
年
度

「
地
域
の
元
気
づ
く
り
事
業
」実
施
地
区
決
定
！

市町村 実 施 団 体 健康づくり
・介護予防

次世代育成
支援

シルバー
基金助成 小　計

1
岡山市

岡山市南区老人クラブ連合会 100,000 100,000

2 岡山市東区老人クラブ連合会 100,000 100,000

3

倉敷市

玉島地区老人クラブ連合会（上成支部） 100,000 100,000

4 水島地区老人クラブ連合会（神亀学区） 60,000 60,000

5 水島地区老人クラブ連合会（三福学区） 40,000 40,000

6
津山市

津山市老人クラブ連合会 70,000 30,000 100,000

7 津山市老人クラブ連合会（城西地区） 100,000 100,000

8 総社市 総社市老人クラブ連合会 100,000 100,000

9 高梁市 鶴鳴・成美連合長寿クラブ 100,000 100,000

10 備前市 東鶴山老人クラブ連合会 100,000 50,000 150,000

11
瀬戸内市

瀬戸内市老人クラブ連合会 100,000 100,000

12 瀬戸内市老人クラブ連合会（邑久支部） 100,000 100,000

13 赤磐市 赤磐市老人クラブ連合会 100,000 100,000

14 真庭市 顆山会 100,000 100,000

15
和気町

和気町老人クラブ連合会 100,000 100,000

16 第一むつみ会 100,000 100,000

17 早島町 若宮OBクラブ 100,000 100,000

18 里庄町 里庄町老人クラブ連合会 100,000 100,000

19
鏡野町

鏡野町老人クラブ連合会（公民館区老連） 100,000 100,000

20 鏡野町老人クラブ連合会（女性部） 100,000 100,000

合 計 670,000 500,000 780,000 1,950,000

平成 28 年度 地域の元気づくり事業
（健康づくり・次世代育成・シルバー）事業費内訳

（単位：円）
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私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



と ぴ っ く す

笠岡市

城見台末広会 会長　橋本 正道

みんなでワイワイ！
顔を合わせる大切さ

美作市

畑沖明生会（美作支部） 会長　杉山 博一

畑沖明生会（美作支部）
～「ふれあいの会」発足～

矢掛町

矢掛町老人クラブ連合会 中川福寿会 会長　多賀 長三
健康づくりのための健康教室

　中川福寿会は、会員加入促進運動に取り組み、平成 28 年度は、会員数が155 名となり、

矢掛町で二番目に会員の多い単位クラブとなりました。しかし、クラブ加入者は、平成

28年4月1日現在、高齢者人口662人の23.4％となっており、勧誘活動が今後の課題です。

　活動内容は、全国老人クラブの基本理念である、仲間づくりを基本に、生きがいづくり、

健康づくり、地域づくりの「四つのづくり」を目指して活動に取り組んでいます。今回は、

健康づくりの主な活動である健康教室について紹介します。

　昨年度の健康教室は、4月を除く毎月1回2時間、第2 木曜日に実施し、内容は、

健康体操 3 回、料理教室 2回、出前健康講座 2回、カローリング2回、グラウンド・

ゴルフ2回を行いました。参加方式を、準備物のある料理教室を除いて自由参加

にしているため、内容によっては参加者数が10人以下という日もありました。

　本年度は、昨年度の反省から参加者数の少なかった、健康体操、出前健康講

座を1回にし、好評の料理教室とグラウンド・ゴルフを1回増やすことにしました。

　特筆すべきことの第一は、地元の栄養委員さんが料理教室の講師として、意

欲的にご指導いただいていることです。第二は、矢掛町や関係機関のご理解と

ご尽力により、小田川河川敷に、クラブ専用の８ホールのグラウンド・ゴルフ場

を造っていただいたことです。
　健康教室の担当になって2 年、やはり担当者も、参加者が多ければ多いほど

元気がでます。今後も、会員の健康づくりの一助になる、健康教室の内容の充

実を目指して頑張りたいと思います。

　私たちのクラブは、健康寿命を伸ばしながら会員相互の
助け合いを目的に様々な活動を行っています。
　活動のひとつに、近くのグラウンドで会員が集まり、ラジオ体操と太極
拳を毎朝行っております。太極拳を始めたのは4 年前、ある会員の方が、
健康のため公民館講座で習い始めたことがきっかけで、毎日続けること
が大切であると感じ、当初は4 ～ 5人の会員から始まりました。次第に
口コミで広がり、さらに他の会員の意見で「太極拳の前にラジオ体操をし
よう」という意見を取り入れ、現在では約15 名の会員が四季の風を感じ
ながらワイワイと楽しく行っております。また、毎週月曜日は、集会所で
ビデオを見ながら練習し、太極拳の研究を行っています。
　毎朝なので会員全員が揃うことはあまりありませんが、太極拳に参加
されている方の感想では「片足立ちが出来るようになった」「元気になった」
などの嬉しい声を耳にするようになりました。
　このほかにも、定例でユニカール、カラオケ、編み物、オカリナなど、
多くの会員が自宅から出て、みんなと楽しめるような活動を行っています。
　私たちが老人クラブの活動を継続していく上で、最も重要なことは『顔
を合わせること』だと考えています。世間では、歳をとるごとに引きこもり
がちになる傾向であると言われていますが、会員一人ひとりが家から出て
顔を合わせることで、自然とお互いが元気であることを確かめ合い、も
し会員に何かがあったとしてもみんなで見守れるお互い様の仲間づくりが

老人クラブに必要とされ
ているものと思います。
　今後も、体操やレクリ
エーションなどを通じて
会員の絆を深め、‘楽し
い’という雰囲気を周囲
に与え、新たな会員を増
やせていけるように、会
員全員で取り組んでいこ
うと考えております。

　畑沖集落では、三世代交流10 周年を昨

年11月盛大に行う事ができ、今年度よりサ

ロンふれあいの会を発足しました。
　第1回のふれあいの会が11月15日に開催され、

畑沖自治会長（髙田敏之）を招待し、63 名（おじいちゃん、

おばあちゃん、お父さん、お母さん、子供達）の参加があり

ました。
　午前中は大人・子どもたちと餅つきを行い、お昼には料理

教室の皆さんが作ったカレーライスをいただきました。

　子どもたちは社協で借りた輪投げ・もぐらたたきゲームを

楽しみました。最後は全員で宝引き…子どもたちは両手で持

てないぐらいの景品をもらいました。
　役員・料理教室の皆さま方、一日お世話になりました。私

たちもこれからふれあいの会が永遠に続くよう努力したいと

思います。
　畑沖の皆さま、一日大変ご苦労様でした。

（写真：安藤さか枝）

2016 年（平成 28 年）8月1日　8



浅口市

浅口市老人クラブ連合会寄島支部 会長　応本 義朗
楽しい！ふれあい運動会

勝央町

植月東老人クラブ 睦会 会長　竹久 達夫

より多くの人の参画を願って

　前会長の病による引退の後任を引き受けたのが平成 25 年。会員ではあったものの活動に参加したことは無かった。突然の事なので出来るかどうか心配ではあったが、引き受けた以上は前進あるのみの覚悟。それからは自己研鑽の連続のようなもの。先ず、連絡文書、決算書類等、当節手書きの文書の発信等珍しくなった。前々から稚拙ながらパソコンを使っていたので、どうにかクリア。これも地域の役を引き受けて必要に迫られて始めたこと。もう少し上を目指してとパソコン教室にも通った。　老人クラブの活動はできるだけ外に出て、多くの人とコミュニケーションを取ることが基本だと思うので、どうすればよいか模索しているのが現状。同好会としてあったカラオケの会を老人クラブの部会として助成、また、「和歌を詠む会」も活動している。昨年末から「囲碁ボール部」が立ち上がり、活動を始めた。こうした地域内での集まりが外へ大きく広がるよう働き掛けたい。町内各クラブ毎に管理する花壇も手入れで大変苦労する。通りがかりで見る他のクラブの出来はどうだろうか、と気がかりでもある。地域交流の中でも保育園との交流は大歓迎してもらい、いつも元気をもらう。さつま芋の苗さし・収穫、運動会、感謝会。小学校も同様に年末のお飾り作りは盛り上がる。期待されている今年の研修旅行の行先もどこにするか、と苦心しているところ。　町の生涯学習講座には、多くの人が参加しているが、新たな加入者を迎えたい。その為にはどうすれば良いのか・・。楽しい事はいつでも出来る「継続は力なり」をモットーに小さな輪から拡大への活路を見つけねばと思いながら、あれこれと思いだけが先回りし実行が伴ってはいないけれど、会員が地域の活性化は我々が担っているのだ、という自負と気概を持ち、少しでも長く健康寿命を維持出来る様にと願っている。　三年前、この大役を引き受けたのも、役員の方々の熱意を感じたからであり、曲がりなりにも今日迄運営できたのは、周囲の多くの協力が得られたが故の事、謝意を表し、共に会がより発展するようにと努めねばと、気を引き締めているところです。

　浅口市老人クラブ連合会寄島支部では毎年10月中頃に寄島幼稚園とふれ

あい運動会をB&G体育館で開催してきました。老人クラブ会員の健康増進

と園児とのふれあい交流を目的に楽しくやっています。毎年、老人クラブ会員と

園児、さらにその保護者と先生で200 名を超える人数が参加されます。

　大玉転がしや肩たたきリレーなどでは老人クラブの会員と園児が一緒のチームで走ってわ

きあいあいの雰囲気です。特に肩たたきリレーではひ孫ほどの園児がクラブ員の肩を叩いて

くれて、みんな大喜びです。園児の年少さん、年長さんと対戦する玉入れも年

を忘れて白熱します。園児による表現（ダンスなど）の演技披露など、みんなと

ても楽しみにしている多彩なプログラムです。そして最後はいつもみんなで輪

をつくって寄島エートコ節を踊って交流を深めます。

　運動会では会の執行もすべて老人クラブ会員が行い、いつも実況係が場を

盛り上げています。「子供たちと一緒に運動すると若返った気分になる」「かわ

いい子供たちに負けないようにと張り切っている」と、会員にも大好評です。

　今年度から幼稚園が「こども園」になり、さらに多くの園児達とふれあい運

動会が出来ることを楽しみにしています。

9　2016 年（平成 28 年）8月1日

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



倉
敷
市
老
連 

理
事

�

安
田　
泰
治

　

去
る
2
月
24
日
か
ら
2
月
26

日
ま
で
二
泊
三
日
の
予
定
で

「
地
域
に
健
康
づ
く
り
、
介
護

予
防
の
輪
を
広
げ
よ
う
！
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
健
康
づ
く

り
中
央
セ
ミ
ナ
ー
へ
参
さ
せ
て

い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
ご
ざ

い
ま
し
た
。
会
場
は
神
奈
川
県

葉
山
町
に
あ
る
中
央
福
祉
学
院

「
ロ
フ
ォ
ス
湘
南
」
で
全
国
か

ら
61
名
（
内
2
名
欠
席
）
が
参

加
し
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
は
座
学
中
心
で
基
礎
講

座
と
専
門
講
座
に
分
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
専
門
の
先

生
が
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
中
は
一
班
6
～
7

名
の
編
成
で
班
を
単
位
と
し
て

行
動
し
ま
し
た
。
私
は
運
悪

く
？
班
長
に
な
り
講
座
の
準
備

等
を
手
伝
い
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
副
会
長
常
務
理
事
松
寿

庶
様
の
開
会
挨
拶
、
続
い
て
国

際
医
療
福
祉
大
学
院
竹
内
孝
仁

教
授
「
介
護
予
防
と
老
人
ク
ラ

ブ
」、
そ
の
後
日
本
医
師
会
副

会
長
今
村
聡
様
の
「
上
手
な
医

療
の
受
け
方
」
を
受
講
し
一
日

目
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
午
前
中
座
学
と
実

技
「
高
齢
期
の
運
動
に
よ
る
健

康
づ
く
り
、
介
護
予
防
」
午
後

は
専
門
講
座
の
「
高
齢
者
事
故

防
止
」「
薬
の
知
識
」「
歯
、
口

腔
の
健
康
管
理
」「
健
康
づ
く

り
の
輪
を
広
げ
よ
う
！
」
で
二

日
目
終
了
。

　

三
日
目
「
高
齢
期
の
食
生
活

の
あ
り
方
」「
ま
と
め
」
で
二

泊
三
日
の
全
セ
ミ
ナ
ー
を
無
事

終
了
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
講
座
も
身
近
な
も

の
ば
か
り
で
、
し
か
も
専
門
的

見
知
か
ら
わ
か
り
や
す
い
説
明

で
興
味
を
引
き
つ
け
る
も
の
ば

か
り
で
し
た
。
講
座
で
一
番
心

に
残
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
一
日
目
の
「
介
護

予
防
と
老
人
ク
ラ
ブ
」で
し
た
。

　

高
齢
化
社
会
が
進
む
に
つ
れ

て
避
け
て
は
通
れ
な
い
事
で
誰

で
も
簡
単
に
実
践
で
き
る
内

容
、
即
ち
老
人
ク
ラ
ブ
に
は
期

待
さ
れ
る
三
つ
の
役
割
が
あ
り

ま
す
。

一�

、
自
分
が
ね
た
き
り
、
認
知

症
に
な
ら
な
い
。

二�

、
老
人
ク
ラ
ブ
の
仲
間
を
ね

た
き
り
、
認
知
症
に
し
な
い

「
脱
落
防
止
」

三�

、地
域
の
高
齢
者
（
非
会
員
）

を
ね
た
き
り
、
認
知
症
に
し

な
い
。

　

ま
た
認
知
症
の
な
り
た
ち
を

低
く
お
さ
え
る
方
法

一�
、
一
日
に
三
キ
ロ
く
ら
い

歩
く

二
、
趣
味
を
三
つ
以
上
持
つ

三�

、
ゲ
ー
ム
機
で
の「
脳
ト
レ
」

は
認
知
症
に
な
ら
な
い

四�

、
認
知
症
治
療
と
し
て
唯
一

信
頼
で
き
る
の
は
「
運
動
」

の
四
つ
を
す
る
と
効
果
的
で
、

竹
内
先
生
は
全
国
的
に
あ
ん
し

ん
塾
二
〇
一
五
を
立
ち
上
げ
効

果
を
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
力
を
回
復
す
る
に
は
、

一�

、
体
調
を
改
善
す
る
に
は
、

　

�

１
５
０
０
㏄
の
水
、１
５
０
０

㎉
の
栄
養
、
毎
日
30
分
以
上

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
更
通
水

（
水
分
と
歩
行
で
解
決
）
つ

ま
り
水
、
メ
シ
、
運
動
、
ク

ソ
を
二
週
間
行
う
こ
と
に
よ

り
解
決
で
き
る
。

二�

、
社
会
交
流
を
す
る
、
こ
れ

で
解
決
で
き
な
い
場
合
は
意

識
を
外
に
向
け
る
（
一
番
の

原
因
は
閉
じ
込
も
り
で
あ

る
）
一
番
な
お
し
や
す
い
の

は
徘
徊
で
水
、メ
シ
、運
動
、

ク
ソ
を
す
る
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
講
習
で
学
ん
だ

こ
と
を
日
常
生
活
に
取
り
入
れ

る
こ
と
は
勿
論
、
ク
ラ
ブ
会
員

に
も
広
め
て
行
き
、
い
つ
ま
で

も
健
康
生
活
を
送
れ
る
よ
う

頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

倉
敷
市
老
連 

理
事

�

加
藤　
規
郎

　

倉
敷
老
連
真
備
地
区
会
長
よ

り
、
昨
年
11
月
下
旬
に
神
奈
川

県
葉
山
で
第
13
回
健
康
づ
く
り

中
央
セ
ミ
ナ
ー
（
2
月
24
日
～

26
日
）
が
開
催
さ
れ
る
の
で
参

加
し
て
も
ら
え
な
い
か
と
打
診

を
受
け
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
倉

敷
市
老
連
か
ら
他
1
名
が
参
加

さ
れ
る
と
の
こ
と
、
そ
し
て
私

事
な
が
ら
50
年
ほ
ど
前
6
年

間
、
東
京
に
住
ん
で
い
た
時
、

夏
、
海
水
浴
で
葉
山
に
時
々

い
っ
て
お
り
現
在
の
葉
山
を
見

て
み
た
い
気
持
ち
も
あ
り
、
参

加
を
即
答
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

当
日
初
日
、
会
場
で
受
付
を

済
ま
せ
、
58
名
の
参
加
者
で
10

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
名
簿

を
頂
き
グ
ル
ー
プ
（
私
達
の
グ

ル
ー
プ
は
8
班
で
6
名
）
ご
と

に
席
に
つ
き
休
む
間
も
な
く
開

会
と
な
り
全
老
連
副
会
長
の
挨

拶
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
後
、
講
座

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

講
座
内
容
は
、

《
24
日
》

○
基
礎
講
座

　

介
護
予
防
と
老
人
ク
ラ
ブ

○
専
門
講
座
１

　

�

医
療
→
上
手
な
医
療
の
受

け
方

○
交
流
会

《
25
日
》

○
専
門
講
座
２

　

�

運
動
→
高
齢
期
の
運
動
に

よ
る
健
康
づ
く
り
、
介
護
と

予
防

　
（
講
義
、
実
演
）

○
専
門
講
座
３

　

�

事
故
防
止
→
高
齢
者
に
多
い

事
故
と
そ
の
予
防

○
専
門
講
座
４

　

�

薬
→
高
齢
者
の
た
め
の
薬
の

知
識

○
専
門
講
座
５

　

�

歯
、
口
腔
→
歯
、
口
腔
の
健

康
管
理

○
グ
ル
ー
プ
学
習

　

�

健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ

よ
う

《
26
日
》

○
専
門
講
座
６

　

�

栄
養
→
高
齢
期
の
食
生
活
の

あ
り
方

○
ま
と
め
・
認
定
証
授
与
・
閉
会

　

講
座
が
終
了
直
後
、
グ
ル
ー

プ
の
仲
間
と
交
わ
し
た
言
葉
が

「
後
2
～
3
日
あ
っ
て
も
い
い

ね
」「
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
会

い
た
い
ね
」
だ
っ
た
。

　

そ
の
理
由
は
、

　

・�

素
晴
ら
し
い
環
境
（
自
然

と
施
設
）

　

・
優
秀
な
講
師
の
各
種
講
座

　

・�

グ
ル
ー
プ
運
営
（
交
流
会

に
よ
り
グ
ル
ー
プ
仲
間
の

連
帯
感
が
い
っ
き
に
増
し

た
。）

　

関
係
者
の
方
々
の
ご
尽
力
等

で
あ
り
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

た
い
。

　

最
後
に
、
セ
ミ
ナ
ー
で
学
ん

だ
健
康
づ
く
り
を
い
か
に
地
域

で
展
開
、
推
進
す
る
か
、
関

係
区
と
も
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
実
行
し
た
い
と
強
く
思
い

ま
す
。

健康づくり中央セミナーに参加して第 13
回

日時：平成 28 年 2 月 24 日～26 日 ／ 場所：神奈川県葉山町 ロフォス湘南

2016 年（平成 28 年）8月1日　�



  

１ 

挨
拶（
要
旨
）

�

全
老
連
副
会
長

　

平
成
26
年
度
か
ら
、１
０
０
万

人
の
会
員
増
加
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
初
年
度

の
結
果
は
会
員
減
で
あ
っ
た
。

（
27
年
度
に
つ
い
て
は
、
７
月

に
判
明
予
定
）

　

会
員
減
の
原
因
の
一
つ
は
、

市
町
村
合
併
で
行
政
府
が
減

り
、
市
町
村
の
支
援
が
少
な
く

な
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

と
…
。

　

全
老
連
の
最
大
の
課
題
は
、

会
員
増
5
ケ
年
計
画
の
実
現

と
、
財
源
は
ど
う
な
る
の
か
、

ど
ち
ら
も
高
い
ハ
ー
ド
ル
で
あ

る
が
こ
れ
を
乗
り
越
え
た
い
。

  

２ 

行
政
報
告

�

厚
生
労
働
省
老
健
局
振
興
課
長

介
護
保
険
制
度
を
め
ぐ
る
施
策

の
動
向
に
つ
い
て

　

認
知
症
対
策
は
、
国
家
戦
略

で
あ
る
。
介
護
だ
け
で
な
く
、

生
活
支
援
が
必
要
に
な
る
。

　

地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
は
、中
学
校
単
位
の
地
域
で
、

自
主
的
に
考
え
て
構
築
す
る
。

こ
の
な
か
で
、
認
知
症
の
早
期

対
策
を
考
え
る
。

　

重
要
な
こ
と
は
、
認
知
症
対

策
を
地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く

り
の
視
点
か
ら
と
ら
え
、
諸
団

体
と
協
働
し
て
推
進
す
る
こ
と
。

認
知
症
を
、
高
齢
化
に
伴
う
高

齢
者
全
体
の
問
題
と
し
て
と
ら

え
、
ま
ち
全
体
の
問
題
と
し
て

対
策
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。

  

３ 

基
調
報
告

�

全
老
連
常
務
理
事

⑴
高
齢
者
を
取
り
巻
く
情
勢

　

今
後
高
齢
者
が
増
加
す
る
。

こ
れ
に
比
例
す
る
か
の
よ
う
に

要
介
護
者
が
増
え
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

　

こ
れ
は
、
軽
度
の
認
知
症
者

が
増
え
る
こ
と
で
あ
り
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
で
対
応
で
き
る
。

⑵
老
人
ク
ラ
ブ
運
動
の
行
動
提
案

　

会
員
増
に
成
果
の
あ
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
よ
り

　

〇
声
掛
け
・
戸
別
訪
問
。

　

〇
活
動
に
よ
る
勧
誘
。

　

〇
解
散
防
止
。

　

〇
広
報
・
Ｐ
Ｒ
活
動
。

　

〇
自
治
会
の
協
力
・
連
携
。

　

今
後
の
取
組
み
と
し
て
、
次

の
三
点
を
提
示

　

〇�

単
位
ク
ラ
ブ
は
、
あ
と
１

人
の
加
入
増
を
！

　

〇
解
散
ク
ラ
ブ
の
防
止
を
！

　

〇�
未
結
成
地
域
に
新
規
ク
ラ

ブ
の
立
ち
上
げ
を
！

◎�

市
町
村
が
行
う
新
地
域
支
援

事
業
に
地
域
住
民
と
共
に
参

画
し
よ
う
。

◎�

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
じ

て
、
地
域
で
高
齢
者
の
介
護

予
防
、日
常
生
活
を
支
え
る
。

⑶
老
人
ク
ラ
ブ
補
助
金
の
活
用

　

国
庫
補
助
金
と
補
助
の
仕
組

み
に
つ
い
て
、
平
成
11
年
度
よ

り
は
、
市
長
村
の
実
情
に
よ
っ

て
（
申
請
に
よ
っ
て
）
補
助
額

が
決
ま
る
。
必
要
な
も
の
は
要

求
す
る
。
し
か
し
、
使
い
残
す

と
、
必
要
が
な
い
と
認
定
さ
れ

切
り
捨
て
に
な
る
。
し
た
が
っ

て
補
助
の
仕
組
み
を
理
解
・
認

識
し
て
、
補
助
金
の
確
保
・
増

額
を
は
か
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

活
動
を
発
展
さ
せ
よ
う
。

  

４ 

分 

散 

会

五
名
編
成
（
岡
山
・
愛
知
・
京

都
・
静
岡
・
鹿
児
島
県
の
会
員
）

テ
ー
マ
「
会
員
増
加
を
め
ざ
し
て
」

　

五
県
の
代
表
者
の
意
見
の
中

に
特
効
薬
的
な
も
の
は
発
言
さ

れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
効
果

を
挙
げ
た
も
の
に
つ
い
て
次
の

提
案
が
あ
っ
た
。

　

〇�

老
連
か
ら
の
情
報
を
発
信

す
る
。

　

〇�

地
域
の
人
に
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
も
の
を
共
有
す
る
。

　

〇
家
庭
訪
問
を
す
る
。

　

〇�

市
町
等
の
行
政
の
力
を
か

り
る
。

　

〇�

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

を
深
め
る
。

　

各
県
、
各
単
位
ク
ラ
ブ
の
実

情
は
異
な
る
が
、
ど
の
老
連
で

も
重
要
で
あ
る
と
、
分
科
会
集

約
さ
れ
た
。

  

５ 

大
会
に
参
加
し
て

�
—

決
意
新
た
に—

　

会
員
増
加
に
向
か
っ
て
努
力

し
な
が
ら
結
果
と
し
て
（
全
体

と
し
て
）減
る
こ
と
に
つ
い
て
、

開
会
の
挨
拶
で
「
市
町
村
合
併

で
市
町
村
が
減
っ
て
、
行
政
の

支
援
が
少
な
く
な
っ
た
の
も
一

つ
の
原
因
で
は
…
」
と
言
わ
れ

た
が
、
今
後
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

会
員
が
現
在
の
社
会
情
勢
を
的

確
に
と
ら
え
決
意
を
新
た
に
し

て
会
員
増
強
に
取
り
組
む
こ
と

が
一
番
だ
と
思
う
。
危
機
の
と

き
は
原
点
に
か
え
っ
て
学
ぼ
う
。

真
庭
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
会
　
長
　
小
林
寿
満
夫

　
女
性
部
　
宮
島
　
郁
枝

■
日　
程
／
平
成
28
年
6
月
２
日
～
３
日

■
会　
場
／
東
京 

新
霞
が
関
ビ
ル

■
参
加
者
／
85
名（
リ
ー
ダ
ー
75
名（
内
女
性
4
名
）、事
務
局
10
名
）

第
34
回 

都
道
府
県
・
指
定
都
市

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
中
央
セ
ミ
ナ
ー

　
　

−

仲
間
を
増
や
し
て
、
地
域
づ
く
り
！

�　2016 年（平成 28 年）8月1日

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



会員の

声

井
原
市

芳
井
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長
　
池
田
　
和
正
　
81
歳

　

高
齢
に
な
る
と
会
合
な
ど
で

必
ず
出
て
く
る
の
が
健
康
の
話

で
す
。
私
は
い
つ
も
関
係
な
い

と
思
い
な
が
ら
聞
い
て
い
ま
す
。

　

80
歳
を
越
え
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
若
い
と
き
か
ら
病
気
に
は

ほ
と
ん
ど
縁
が
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
60
歳
で
教
師
を
辞
め
て
か

ら
約
20
年
間
、
病
院
へ
行
か
な

い
、検
診
を
受
け
な
い
、薬
（
酒

は
別
）
を
飲
ま
な
い
、
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

医
療
公
害
と
言
っ
て
は
関
係

者
に
失
礼
で
す
が
、
私
の
場
合

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、
適

度
の
運
動
、
自
分
に
合
っ
た
趣

味
で
自
然
の
ま
ま
過
ご
し
て
い

ま
す
。
な
ぜ
平
気
で
暮
ら
せ
る

の
か
自
分
で
も
不
思
議
で
す

が
、
天
性
の
消
化
器
官
の
丈
夫

さ
が
あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
食
べ
る
も
の
は
魚
が
主
で

肉
は
食
べ
ま
せ
ん
。
運
動
は
と

に
か
く
歩
く
、
と
言
っ
て
も
一

日
平
均
六
千
歩
程
度
、
趣
味
は

カ
ラ
オ
ケ
、わ
ら
ぞ
う
り
作
り
、

機
械
い
じ
り
な
ど
指
を
よ
く
使

い
ま
す
。

　

生
き
方
と
し
て
は
、
一
、
明

る
く
生
き
る
。
二
、
元
気
に
生

き
る
。
三
、前
向
き
に
生
き
る
。

四
、
感
謝
で
生
き
る
。
五
、
合

理
的
に
生
き
る
。
な
ど
考
え
ら

れ
ま
す
が
、「
元
気
に
生
き
る
」

は
前
述
い
た
し
て
お
り
ま
す

の
で
、「
合
理
的
に
生
き
る
」

こ
と
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

私
は
運
勢
、
手
相
、
干
支
な

ど
に
よ
る
占
い
を
信
じ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
死
後
の
世
界
、
霊

魂
の
存
在
も
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
あ
の
織
田
信
長
（
四
百

年
以
上
前
に
地
球
が
丸
い
こ
と

を
理
解
し
た
）
も
「
人
は
死
し

て
後
土
に
帰
る
の
み
。」と
語
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
血
液
型
か

ら
人
を
判
断
す
る
の
も
誤
り
だ

と
思
い
ま
す
。
崇
り
、
心
霊
写

真
な
ど
も
人
が
つ
く
り
出
し
た

も
の
で
し
ょ
う
。
他
人
は
私
を

一
般
的
で
な
い
風
変
り
な
人
物

で
評
価
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
一
つ
の
生
き
方
と
も
考
え

ま
す
。

　

そ
う
は
言
っ
て
も
生
身
の
体

の
こ
と
、
い
つ
病
気
や
事
故
に

出
会
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
も
「
ピ
ン
ピ
ン
こ
ろ
り
」

と
な
れ
ば
そ
れ
で
良
い
と
も
思

い
ま
す
。

新
見
市
　
高
尾
長
寿
ク
ラ
ブ

�

宮
地
　
昇

　

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
、

運
動
と
し
て
散
歩
と
い
っ
て
も

長
続
き
し
な
い
の
が
実
情
で

す
。
趣
味
な
ど
何
か
の
目
的
を

持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
運
動

の
長
続
き
の
秘
訣
だ
と
教
え
ら

れ
、
仕
事
や
家
事
を
し
な
が
ら

運
動
不
足
を
解
消
で
き
た
ら
と

思
い
、
従
来
の
野
菜
や
山
野
草

な
ど
に
、
退
職
後
は
暇
が
で
き

る
の
で
早
め
に
果
樹
栽
培
を
新

た
に
加
え
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
20
年
以
上
過
ぎ
た

ブ
ド
ウ
か
ら
最
近
始
め
た
ミ

カ
ン
ま
で
10
ａ
余
り
の
畑
に

野
菜
を
除
く
７
ａ
ほ
ど
に
ブ

ド
ウ
や
ナ
シ
・
リ
ン
ゴ
を
中
心

に
実
に
７
種
類
の
多
種
に
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
が
異
な

り
、
従
来
の
作
物
は
作
業
が
捗

り
ま
す
が
、
高
齢
で
始
め
た
果

樹
は
少
し
厄
介
で
記
憶
力
が
低

下
し
て
、
適
期
に
適
切
な
作
業

が
必
要
な
の
で
栽
培
書
の
力
を

借
り
な
が
ら
、
忙
し
い
時
期
に

は
雨
天
の
日
も
作
業
を
行
う
な

ど
こ
れ
も
健
康
へ
の
投
資
だ
と

思
い
、
暇
さ
え
あ
れ
ば
毎
日
の

よ
う
に
畑
を
ち
ょ
こ
ま
か
動
き

廻
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
二
階
に
寝
起
き
す
る

こ
と
で
階
段
の
上
り
下
り
を

利
用
し
た
り
、
ダ
ン
ベ
ル
や
ス

ト
レ
ッ
チ
を
行
い
、
日
頃
か

ら
筋
力
づ
く
り
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

料
理
作
り
は
、
男
性
料
理
と

老
人
ク
ラ
ブ
の
弁
当
作
り
と
月

２
回
を
仲
間
と
楽
し
く
調
理
に

励
ん
で
い
ま
す
。
献
立
作
り
も

担
当
し
て
い
ま
す
が
、
食
材
の

バ
ラ
ン
ス
や
総
カ
ロ
リ
ー
・
予

算
面
な
ど
に
気
を
配
り
、
毎
回

料
理
本
を
見
な
が
ら
苦
闘
を
い

た
し
て
お
り
ま
す
が
、
家
庭
で

も
手
は
外
部
の
脳
と
言
わ
れ
手

先
を
使
う
調
理
に
は
、
率
先
し

て
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

調
理
後
の
仲
間
と
の
会
食

は
、
料
理
の
味
や
情
報
交
換
な

ど
、
屈
託
の
な
い
会
話
が
弾
ん

で
和
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま

す
が
、
こ
れ
も
無
意
識
の
う
ち

に
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
日
常
の
生
活
で
、
頭

や
筋
力
を
使
う
こ
と
に
心
が

け
、
健
康
長
寿
を
目
指
し
て

努
力
を
続
け
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

私
の
健
康
法
と
生
き
方

農
作
業
と
料
理
作
り
で

健
康
保
持

梨の摘果作業

男性料理教室で調理（写真中）

2016 年（平成 28 年）8月1日　�

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



真
庭
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

楽
笑
会
　
田
村
　
精
男
　
73
歳

　

平
成
25
年
８
月
に
、
あ
る
金

融
機
関
の
窓
口
で
、「
先
生
、
地

球
一
周
で
き
ま
し
た
か
？
」
と

女
性
職
員
に
声
を
か
け
ら
れ
ま

し
た
。よ
く
見
る
と
、私
が
落
合

小
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
当
時

に
在
籍
し
て
い
た
子
供
で
し
た
。

よ
く
覚
え
て
い
て
く
れ
た
な
あ

と
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
13
年
の
９
月
。
当
時
月

曜
日
の
児
童
朝
礼
で
「
校
長
先

生
の
お
話
し
」の
時
間
が
あ
り
、

毎
週
ど
ん
な
事
を
話
そ
う
か
と

頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
と
き
、
夏
休
み
か
ら
始
め

た
「
走
る
こ
と
」
を
話
し
て
み

よ
う
と
思
い
立
ち
「
日
本
一
周

の
旅
」
と
題
し
て
継
続
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
テ
ー
マ
に
話
し

を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

学
期
に
１
回
は
、
今
ど
こ
ま

で
言
っ
て
い
る
か
を
、
日
本
地

図
を
使
っ
て
で
き
る
だ
け
分
か

り
や
す
く
話
し
を
し
ま
し
た
。

　
「
日
本
一
周
」を
達
成
し
て
か

ら「
地
球
一
周
４
万
キ
ロ
」へ
と

目
標
は
か
わ
り
ま
し
た
が
根
気

よ
く
続
け
ま
し
た
。（
日
記
に

記
録
を
付
け
て
い
き
ま
し
た
）

　

あ
れ
か
ら
14
年
。
昨
年
６
月

28
日
に
、
つ
い
に
４
万
キ
ロ
を

達
成
し
ま
し
た
。

　

健
康
寿
命
が
大
切
だ
と
言
わ

れ
ま
す
が
、私
の
健
康
維
持
の

方
法
の
一
つ
は
「
走
る
こ
と
・

歩
く
こ
と
」で
す
。昨
年
の
７
月

か
ら
新
た
に
「
地
球
一
周
４
万

キ
ロ
」
に
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
ま
す
。
何
年
か
か
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、『
健
康
で
』『
元
気

で
』
生
き
る
た
め
に
、
無
理
を

せ
ず
ゆ
っ
く
り
、
の
ん
び
り
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
達
に
話
し
続
け
た
よ
う

に
「
継
続
は
力
な
り
」
で
す
。

　

現
在
は
、
約
４
５
０
０
０
㎞

ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
歩
幅（
65㎝
）×
歩
数
＝
距
離

鏡
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

鏡
野
町
下
斎
原

�

田
中
　
靖
二
　
89
歳

　

私
た
ち
は
毎
日
の
暮
ら
し
の

中
で
、人
生
の
三
分
の
一
は
眠
っ

て
過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぐ

ら
い
睡
眠
は
私
に
と
っ
て
も
大

切
な
こ
と
で
、
健
康
な
生
活
を

営
む
上
で
欠
か
せ
な
い
大
事
な

も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

昔
と
違
っ
て
現
代
で
は
、
夜

中
ま
で
活
動
し
て
い
る
人
々
の

多
く
は
、
睡
眠
に
不
安
や
悩
み

を
持
っ
て
い
る
人
が
増
え
て
い

る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

睡
眠
の
質
を
考
え
て
み
ま
す

と
、
生
活
習
慣
か
ら
の
睡
眠
の

悪
化
と
考
え
ら
れ
、心
の
病
に
つ

な
が
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
厚
生
労
働
省
か
ら
発

表
さ
れ
て
い
る
、
睡
眠
に
関
す

る
指
針
の
中
で
、
特
に
熟
年
世

代
が
知
っ
て
お
き
た
い
良
い
睡

眠
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

次
の
よ
う
な
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
眠
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
日
の
活
動
で
疲
れ
た

心
と
身
体
を
休
ま
せ
て
い
ま
す

が
、
睡
眠
中
で
も
脳
は
動
い
て

い
ま
す
。
従
っ
て
、
心
と
身
体

の
健
康
は
重
要
な
活
動
が
休
む

こ
と
に
よ
っ
て
健
康
が
保
た
れ

て
い
る
の
で
す
。

①�

睡
眠
と
記
憶
は
密
接
な
関
係

が
あ
り
、
脳
は
睡
眠
中
も
そ

の
日
の
出
来
事
を
記
憶
し
て

い
ま
す
。

②�

睡
眠
中
も
成
長
ホ
ル
モ
ン
の

分
泌
が
あ
り
、深
い
眠
り
の
時

も
多
く
分
泌
し
て
い
ま
す
。

　

明
日
へ
の
活
動
の
た
め
に
、

睡
眠
に
よ
る
心
身
の
休
養
が
如

何
に
大
切
か
と
思
い
ま
す
。

　

自
ら
の
質
の
高
い
睡
眠
を
と

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
活
動

へ
の
重
要
性
を
確
か
な
も
の
と

す
る
た
め
に
睡
眠
の
重
要
性
こ

そ
大
切
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

加
齢
と
と
も
に
眠
り
が
浅
く

な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
ぐ
っ
す
り
と
眠
り
ス
ッ
キ

リ
と
目
覚
め
る
よ
う
努
め
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

倉
敷
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

連
島
西
浦
学
区

長
寿
ク
ラ
ブ
光
明
会

�

馬
場
　
淳
　
81
歳

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
在
り
方
は
、

「
負
担
な
く　

お
互
い
さ
ま
と

気
楽
な
り
」
で
あ
る
と
、
い
い

で
す
ね
。
で
も
実
際
は
「
負
担

あ
り　

ギ
ク
シ
ャ
ク
も
あ
り　

い
き
苦
し
」
と
な
っ
て
は
、
い

ま
せ
ん
か
。

　

日
ご
ろ
は
、
登
下
校
の
見
守

り
・
あ
い
さ
つ
運
動
、
公
園
の

掃
除
な
ど
の
自
主
・
奉
仕
活
動
、

趣
味
や
教
養
、
さ
ら
に
行
事
の

企
画
運
営
に
当
た
る
役
員
の
仕

事
が
回
っ
て
く
る
等
々
で
す
。実

は
こ
う
し
た
役
割
・
事
業
を
実

践
す
る
過
程
に
、
人
間
と
し
て

育
て
て
も
ら
え
る
教
育
、
共
育

「
共
に
育
ち
ま
し
ょ
う
」（
誰
が

生
徒
か
先
生
か
）
の
道
理
が
あ

る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
倉
敷
市
老
連
の
会
報
65

〜
88
号
の
編
集
委
員
を
務
め
ま

し
た
。
願
い
は
会
員
が
大
勢
に

な
っ
て
欲
し
い
こ
と
で
す
。
中

身
の
、
挨
拶
で
は
直
接
、
会
員

増
強
を
訴
え
ら
れ
、
他
の
記
事

は
ク
ラ
ブ
の
良
さ
・
魅
力
に
つ

な
が
る
も
の
で
占
め
て
い
ま

す
。
10
余
年
間
、
つ
づ
け
執
筆

く
だ
さ
っ
た
方
々
の
人
生
経
験

に
は
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。

ま
た
市
老
連
の
、
あ
る
副
会
長

ご
挨
拶
で
、
脳
ト
レ
に
『
般

若
心
経
』
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
読
み
に
挑
戦
し
て
い
る
と
あ

り
、
私
も
口
に
覚
え
さ
せ
よ
う

と
日
々
、
勤
行
し
て
い
ま
す
。

　
「
わ
し
は
老
人
じ
ゃ
あ
な
い

か
ら
、入
ら
ん
」と
言
っ
て
い
た

オ
シ
ャ
レ
で
働
き
者
の
父
は
、

84
歳
で
逝
き
ま
し
た
。
老
人
を

否
定
す
る
思
い
に
は
、「
老
」

と
は
老
醜
の
言
葉
も
あ
り
ま
す

よ
う
に
、「
醜
く
あ
り
た
く
な

い
」
と
い
う
意
識
に
と
ら
わ
れ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
美

意
識
は
、
ゆ
っ
た
り
し
た
「
ゆ

と
り
と
充
実
の
暮
ら
し
」
を
と

お
し
て
、何
と
か
な
り
ま
す
と
、

会
員
は
き
っ
と
増
え
ま
す
。

　

老
連
会
報
『
き
ら
り
輝
く
シ

ニ
ア
く
ら
し
き
』
は
、
大
切
・

大
事
で
す
。
共
に
育
ち
ま
し
ょ

う
ね
。

老
人
ク
ラ
ブ
と

共
育
（
き
ょ
う
い
く
）

地
球
一
周

４
万
キ
ロ
達
成
！

私
の
健
康
法

『
熟
年
に
な
っ
た
世
代
で
睡

眠
に
よ
る
健
康
の
た
め
に
』

�　2016 年（平成 28 年）8月1日

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



今の身体機能の変化を確認して
交通事故防止を！

コピーを切り取って『協賛店一覧』に貼りご利用ください。2016年8月 新規協賛店

キリトリ

エヴァホール玉島／倉敷市玉島瓜崎152-1 ☎086-525-1000 エヴァホールまび／倉敷市真備町箭田873-3 ☎086-697-1000
エヴァホール浅口／浅口郡里庄町里見4163-1 ☎0865-64-1000 ファミリエ勇崎　／倉敷市玉島勇崎745-3 ☎086-528-4000

★基本祭壇料の10％割引 ※カードご提示でご親族様もご利用になれます。
　（他のサービスとの併用はできません）

株式会社 サカエ楽楽
カード
楽楽楽楽

カードカード

高齢者交通安全ニュース岡 山 県 警 察

事故を防ぐポイント！
●�渡る前に必ず止まり、左右の安全を
しっかり確認しましょう。

●�車が来ていたら、遠くに見えていても
通過を待ちましょう。
●�近くに信号機や横断歩道があるとき
は、遠回りでも利用しましょう。

事故を防ぐポイント！ 事故の被害を
最小限におさえるポイント！●�体に合った自転車に乗りましょう。

●�重い荷物や大きい荷物はバランスを崩
す原因となりますのでやめましょう。
●�危険を感じたら、自転車から降りて歩
きましょう。

●�運転するときは、全員がシートベルト
を着用しているか必ず確認を。

●�同乗するときは、助手席だけでなく後
部座席でも必ず着用しましょう。

情 報 交 差 点

道路の横断は危険です！ 自転車は車両です！ 全席シートベルト着用を習慣に！

渡りきる直前、左からくる車に
はねられています！ 不安定なまま

　　　乗っていませんか？ 後部座席は安全と思っていませんか？

ん？誰かおった？

右よし左よし！
道路の真ん中で

もう一度左を見て
しっかり確認じゃ！ ベルトくらい

着けたらいいのに･･･

歩いて外出される方へ 自転車を利用する方へ 四輪車に乗られる方へ

用事はなるべく明るいうちに
済ませてくださいね！

夜間は必ずライトを点灯し、
夜光反射材も活用してね！

運転者には、同乗者に
シートベルトを着用さ
せる義務があります！

夜間、やむを得ず外出すると
きは、必ず夜光反射材やＬＥＤ
ライトを着用して光ってドライ
バーにアピールしてね！

自転車も車両なので一時停
止や信号は守ってください！
もちろん、飲酒運転は絶対
にしないでね！

同乗者は、自分の身を守
るために自分からシートベ
ルトを着用してください！

危ない!！
後ろの席だから安全！
信用してるし･･･

後ろの席でも
着けなきゃだめよ！

次の安全を
待ちましょう

周囲の状況を
見ましょう

交差点などでは
無理せず
止まりましょう

夜光反射材等を
着用して
目立ちましょう

自分の身体機能の
変化をもっと
知っておきましょう

◆視力・聴力の低下
・視力が低下する
・視野が狭くなる
・明るさや暗さに対しての衰え
・聴力が低下する

ま行で交通安全習慣化

◆体力・運動能力の低下
・歩く速度が遅くなる
・筋力が衰える
・とっさの行動をとるのが困難
  になる

◆感覚神経等
・動体視力の低下
・バランス感覚の低下
・判断力の低下

まつ

みる

むりせず

　　
止まる

め立つ

もっと

　　
知る

2016 年（平成 28 年）8月1日　�

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。
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老人クラブは、おおむね60歳以上の高齢者が地域で自主的に参加しているクラブです。
市町村の老人クラブを県老連でとりまとめています。高齢者の経験、知識を生かし、地域
社会に貢献するとともに、生きがいと健康づくりのために相互に支え合うことを目的とし
て運営されています。

老人クラブとは

（発行部数：50,000 部）

発行：（公財）岡山県老人クラブ連合会
　〒700-0807 岡山市北区南方2丁目13番1号
　岡山県総合福祉・ボランティア・NPO 会館
� （きらめきプラザ内） 
　TEL（086）226-2877  FAX（086）226-2881

企画・印刷：昭和印刷株式会社
　岡山市南区豊成 3-1-27  TEL（086）264-6110

岡 山 県

■会 員 数

　　　151,038 人
■クラブ数
　　　2,694 クラブ

（平成28年3月末現在）

9月20日㈫ 全国一斉「社会奉仕の日」

10月 5日㈬
・6日㈭

第28回全老連
女性リーダーセミナー

東京都
全社協会議室

10月12日㈬ 岡山県総合社会福祉大会 岡山市民会館

11月 9日㈬
・10日㈭

第45回
全国老人クラブ大会

富山県富山市

県老連等の行事

編 集 後 記
　早いもので、県老連も公益財団法人に移行してはや４年が経過しました。
したがって今年度はすべての理事・監事・評議員が改選期であり、再任が
17人、新任が 31人で新たに48人が選任されました。注目すべきこととして、
今世の中では「女性を積極的に登用しよう」ということが叫ばれております
が、県老連でもこのことをうけ女性理事定数を備前、備中、美作の各地区
でそれぞれ１名増やしました。今後は県老連の運営についても女性の意見が
これまで以上に反映され、活性化するだろうと期待されるところです。新し
く選任された役員の方々、地域の期待を背に受け頑張ってください。そし
て「晴ればれシニア岡山」への投稿もお待ちしています。特に女性会員の方、
期待していますよ！

平成28年度（第41次）
岡山県老人福祉大学　9月からの日程

岡 山
岡山県総合
福祉会館

倉 敷
くらしき健康
福祉プラザ

津 山
津山市総合
福祉会館

高 梁
高梁文化
交流館

９月 16日㈮ 2日㈮ 13日㈫ 8日㈭

10月 26日㈬ 19日㈬ 17日㈪ 3日㈪

11月 24日㈭ 29日㈫ 16日㈬ 4日㈮

� ※講師の都合等により日程が変更することがあります。

平成28年度
高齢者地域リーダー研修会　日程

津山 8 月 25日㈭ 津山市総合福祉会館

東備 8 月 30日㈫ くまやまふれあいセンター

倉敷 9 月 28日㈬ くらしき健康福祉プラザ

美作 10 月 6日㈭ 湯郷地域交流センター

高梁 10 月 28日㈮ 高梁総合文化会館

� ※日程は講師の都合等により変更することがあります。

老人クラブ傷害保険付帯

賠償責任保険のご案内
10月1日から

1年間補償
クラブ会員、全員
一括で加入の場合
のみ中途加入可

2014年

新発売

2016 年（平成 28 年）8月1日　�

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。


